
留'》 f it=●ギ
鎌 倉 市 制 施 行 記 念 フ エ ス テ イバ ル

r

■済7 11月 5日 011■ |‐

鎌 倉 市 中 央 公 民 館



ご あ い さ つ

鎌倉市長 正  木 千 冬

鎌 倉 市 制 記 念 フ ェ ス テ ィ バ ル の 開 催 に あ た り、 一 言 ご あ い さ つ

を 申 し上 げ ま す 。

生 活 の 中 か ら生 ま れ た 良 い 音 楽 は 、 多 〈の 人 々 に 愛 さ れ は く
゛
く

まれ て き ま し た 。 音 楽 は 文 化 的 で 平 和 な 社 会 を 作 る た め に 、 非 常

に 大 切 で あ る と思 い ま す 。

こ の 文 化 都 市 鎌 倉 で も、 鎌 倉 交 響 楽 団 の 方 々 を は じめ と し、 音

楽 活 動 が 盛 ん で す 。

今 回 は 、 市 制 三 十 四 周 年 を 記 念 し、 鎌 倉 交 響 楽 団 の 方 々 に 演 奏

を お 願 い し ま した 。

こ の 鎌 倉 交 響 楽 団 は 、 結 成 以 来 、 十 数 年 の 伝 統 を 誇 り、 「 鎌 響」

と呼 ば れ 多 〈 の方 々 か ら親 し ま れ て ま い り ま し た。

ど うか 皆 さ ん 、 「 鎌 響 」 の 演 奏 を 心 ゆ く ま で お 聞 き い た だ き、

こ れ か ら も よ リー 層 音 楽 に 親 しん で 〈だ さ い 。
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鎌 倉交響 楽 団第 22回 定 期演 奏会

主催  鎌 倉 交 響 楽 団

鎌 倉市

後援  鎌倉音楽 クラ ブ

1 序曲 フィンガルの洞 〈つ Op、 26:メ ンデルスゾーン

指揮    吉 水   洋

2 ピアノ協奏曲  イ短調    Op、 16:グ リーク

指揮    吉 水   洋

ピアノ独奏 富 沢 民 子

第 1楽章  アィグロ モル ト モデラート           |

第 2楽章  アダージョ

第 6楽章  アレグロ モデラート モルト マルカート

休      憩

3 交響曲第 4番 ホ短調    Op、 98: ブラームス

指 揮   前 田 幸市郎

第 1楽章  アレグロ ノン トロッポ

第 2楽章 アンダンラ モデラマト

第 6楽章  アレグロ ジオコーゾ

第 4楽章  アレグロ エネルジコ パショネート
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ピ ア ニ ス ト 紹 介

鎌 倉 市 寺 分 860-29

富  沢  民  子

5歳よリビアノを始め、昭和 66年田村宏氏に師事、昭和 45年東京芸術大学ピアノ科卒業、昭和

47年クライス・力:″デワ定期演奏会出演、同年渡欧ウィーン国立音楽アカデミーの夏期セミナーに参方n,ディ

ヒラー教授に師事、47年神奈川県立音楽堂推薦音楽会に出演、他に京都大学交響楽団・群馬交響楽

団等との協演の経歴を有する。現在フェリス女学院音楽科講師。

曲 目 解 説

0 序曲「フィンガルの洞 くつ」  Op26
1929年 20歳の青年メンデルスゾー/は、スコットランドのヘプリデス群島を旅行し、その時

の印象を音で書き繰 り、この名曲を完成 しました。

「フィンガルの洞 くつ」というのは、、プリデス群島み タッファ島南岸にある玄武岩と鐘乳石でできた巨

大な景観です。この附近は特にす ぐれた風景の連続で、1ヒ海の岩を噛む波頭の自く泡立つありさま、

飛び交 う海鳥たち、島々の間を進んで行 く船、何もかも多感な青年メィカスゾーンに深い感銘を与えま

した。海洋を描写した音楽作品としては、
"軟

キー=コノ喝トコフの「シェ
～

ザード」や グナーの隧 まよえケ

ランドハ 序曲とともにこの曲は非常に高 く評価されています。メィカ麻ゾーИま16年後の1842年交響

由スコットラントを発表したへ この作品も若 まヽの印象に基い0ヽ花 しかしこつ牧■[を主とした風景のようである。

0 グリータ :ピ アノ協奏曲イ短調 Op16
1868年25歳の青年音楽家グリ…ク魔ル々―クの小村ゼラレードで完成 した曲で、初演は1870年にシ

マークのクリスチャニ茄 で行なわれた。グリータセジルウェーACろ ヘ ドイツで勉強じ′じ)と、デ´ ―クに来Qヽた

のである。従ってこの曲はシューマンなどドイツ。藤″派の手法と北欧人の感覚とカラン トツ ユニもの‐
C・初演

以来今日まで若い音楽愛好者、ビルス ト達に熱烈に愛好されて来た。

日本のビ芹フ嗜 では館野泉がフィンランドでこれを′コーディングしており、氏はに の曲は前かけ譜だ

ったが、こうして北欧で暮らしてみると一層この曲が気に入ってしまい、とうとうンコードに録音 し

てしまった。」とい う意味のことを『 音楽の友』最近号に書いている。

ショバス チヤイコフスキー、ラフマニノフの有名なピアノ協奏曲とともに、人々に最 も愛好 される曲であり

グリークの代表作でもある。

0 ブラームス :第 4交響曲

これはまった く老境に入ってからのプラームスの最後の交響曲であって、第 1交響曲の悲愴味み第

2番 の幸福感 。第 6の男性的な英雄性な どとは趣を異にして描 き出している。あらゆる情熱 と闘争か

ら遠 ざか り、超然たる風格を保ちながら瞑想的で北欧の叙事詩的な面に神秘さとバラード風の幻想を

くりひろげる。なお、その形式的な面においても随所に模声法や複対位法的な転回やあるいは古い教

会調な どを応用 して古めか しくも典雅な趣をかもし出してい るうえ、終楽章にはパ ッサカーリアとい ぅ

シャコンヌの一種を用いて渋い味を一段 と強化 している。ブラームス自身手紙の中で、これは甘 くない

桜んはであると述べてい るが、チ ョコンー トでもフインでも通人はあま り甘ったるくないものを賞味

す るから、たまにはこんな曲も精神衛生上良いか も知れない。

Op98



鎌 倉 交 響 楽 団 メ ン バ ー

名誉指揮者 東   清 蔵

常任指揮者 前 田 幸市郎
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Stage Wb nager

徳 永 信 子

土  井  利  章

長 峯 忠 雄

関  川    健

原      大

相 沢 哲 也

丹 下 慶 子

小  柴  順  子

丹  治    江

阿  部  黎  子

吉 村 将 文

伊 沢 竜 作

浄 法 寺    章

藤 村 靖 之

大 内 達 郎

田 村 春 樹

内 田 秀 夫

杉  野  ユ ミ子

大  野    守

加 藤 哲 也

東    博  之

矢  作    乾

山  本    謙

徳 永 正 岡1

斉  藤    昭

畠 中 正 志

岩  沢  忠  夫

飯  塚  和  之

上  原    誠

元 松 信 男

高 橋 誠 也

清 岡 道 男

鈴  木  久 仁 子

永 江 正 臣

桐 本 圭 三

溝  口 百  合

辻 本 博 司

清 水 潤 一

清  水    守

古  藤    寛

吉 水   洋

(順不同 )

宇  田  綾  子

服  部  美 知 子

橘  田  武  子

武  田  由  子

丸 山 寿 一

清 水 謙 二

三 宅 睦 子

薬 師 寺    厚

水  上    清

前  田  幸  康

文 珠 川    健

栗 山 明 子

沢  田  五 十 二

山 本 賢 二

下  田  和  夫
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重  田    昇

阿 野 田    仏

矢  崎  彦 太 郎

島 谷 正 俊

掛  川  忠  良

小 長 谷  宗  一


